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  組織的なインクルーシブ教育の推進 学 校 紹 介 

子どもの学習意欲を高めるために～10名の挑戦～ 

広島市教育センター 

牛田中学校 
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 学ぶ意欲が高まる授 
 業を目指して 
（小学校理科編）  
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 牛田中学校では，学校教育目標実現のための具体的方策として，「すべての生徒が学びを深めることができる
授業づくり」，「たくましく生き合う生徒の育成」を掲げ，その実践のために「牛田デザインプロジェクト（Ｕ
ＤＰ）」を組織してインクルーシブ教育を推進しています。 
 今回は，「牛田デザインプロジェクト（ＵＤＰ）」が作成した「牛田デザイン（ＵＤ）」の視点と情報共有のための具
体的な方策である「サポート日誌」について紹介します。 

子どもの学習意欲を高める 

授業探究研修 

平成29年度  月号 

 本研修は,｢学習意欲が高まる授業とはどんな授業か｣について，小学校５名･中学校５名，計10名の先生が，１年間，

広島大学 柳瀬 陽介 教授の御指導とセンター指導主事のサポートを受けながら,自分なりの答えを求めて,授業を探究

している研修です。今回は，10名の先生の中から,古田小 岩岡 英俊 教諭の取組を通して紹介します。 

研  修 紹  介 

めざす授業像の確立 
【
研
修
の
概
要
】 

課題の把握と改善の方策づくり 

①6/15 学習意欲が高
い授業のｲﾒー ｼ゙ を交流 
 
②7/7 実践から見えた 
ことの交流 

更なる授業改善の方向性の明確化 

 
③7/24 ビデオリフレクションで課題確認 
  
④8/25 課題解決の方策の検討 
  
⑤9/13 具体案の検討 

⑥
授
業
と
振
り
返
り 

 
 
 
 

⑦12/26 成果の交流と次の改善の方向性の検討 
 
⑧2/23 授業２回目の交流と１年間のまとめ 

【
岩
岡
教
諭
の
取
組
】 

【めざす授業像】 
児童が自然に，｢もっ
と読みたい｣とか
｢もっと話し合いた
い｣と取り組む授業が
したいなあ。 

 【課題】 
自分の授業の課題
は，めざす目的を
子どもが理解して
いないところだ。 

 【改善授業の方向性】 
導入→今日考えていくことについて問題 
   意識をもたせる 
 
展開→達成できそうな小さな目標を繰り 
   返してねらいに迫ること  
終末→肯定的に学習を振り返ること 

 【振り返り】 
・子どもによって,意欲が高まる場面は違った。 
 
・その中で，多くの子どもが意欲的になった場面は，  
 「小さな目標を繰り返したところ」と「教材が自分 
 ごとになったところ」だった。  
→意欲の高まりは子どもごとに違うので,一斉授業の中では,意 
  欲を高めるためのいろいろな仕掛けが必要になる｡次は一人 
     の子どもに焦点を絞って,何が有効か取り組んでみたい。 

 
 

 日時：11月２日（木） 
      ３校時 
 内容項目：生命の尊さ 
 題 材 名: ﾋｷｶ゙ ｴﾙとﾛﾊ゙  

  

 

 

「牛田デザイン（ＵＤ）」の視点 情報共有のための「サポート日誌」 

  年度当初の研修会で，

左記の内容について具

体的なイメージを共有

し，共通理解を図る。 

（下の図は，視覚的な

支援により，注意集中

できるよう配慮した板

書の例です。） 

生徒名(3名）

生徒の行動観察記録

授
業
の
時
間
経
過

担任→特支コーデ→校長

気付きを記入

授業中に授

業者以外の

教員が記録 

ファイリングして共有 

黒板は３分割

授業の 

流れと 

宿題の 

確認 

板書 

（ノートに写す） 

メモ 

＋α 

の内容 

視覚的な支
援があると
Ａ く ん に
とって学び
やすくなり
ますね。 

Ａくんは，指示
を聞き逃した時
があったけど，
板書があったか
ら後からでも確
認して活動でき
ていました。 



 

   

  子どもたちの「学ぶ意欲」を高めるためには，学習過程の中の「導入場面」「課題認識場面」「課題解決場面] 
「振り返り場面」の中で，子どもが主体的になれる活動を仕組むことが重要です。 
 今回は，導入場面と課題認識場面に焦点を当て問題解決の見通しをもたせた実践事例を紹介します。  

～子どもの心に 

 火をつける ～ 学ぶ意欲が高まる授業を目指して 

  教育センターはみなさんの自主研修をサポートします 
  

 
  お  ら し      せ 

 教育研究紹介 教育実践サポート 

 月１回の土曜開館の際に，指導

主事に直接相談することができま

す。事前に予約することもできま

すので，ぜひ活用してください。 

２月担当 担当業務 

福原 宏 
学校評価研修 

外国語（英語）科 等 

 理科の学習は，観察や実験の活動が多いため，熱心に取り組む様子が見受けられます。しかし，

活動が主となってしまうと，学習内容が定着しないことも課題として指摘されています。改善に向

けては，児童の主体的な活動を目指すことが大切で，そのカギは，導入場面から問題を意識化し，

解決の見通しをもつことにあります。 

今回は導入場面から課題認識場面において，①問題の意識化，②視点の明確化，③考えの整理・

深化の３点について工夫した実践事例を紹介します。 

 

小学校理科編 導入場面 
課題認識場面 問題解決の見通しをもたせる工夫 

小学校 第５学年 

「もののとけ方」 

本川小学校  

古石 卓也 教諭 

の実践より 

導
入
場
面 

 

    

    

課
題
認
識
場
面 

    

３種類のものと水 

砂は溶けないから，ろ過すればいいね。 

でも，ミョウバンが溶け残っているか

ら，どうしたらいいだろう。 

○これまでの実験を振り返ってみよう 工夫② 

 既習内容を振り返り，

整理することで，考える

視点を明確にする。 

○実験の手順を考えよう 

工夫① 

 実物を観察できるよう

に用意し，児童自らが問題

を見いだせるようにする。 

問題の意識化 

 砂，食塩，ミョウバンの混ざった液から，なるべく多くのミョウバンの結晶を取

り出すにはどうしたらよいだろう。 

○問題 

視点の明確化 ・物は水にとけても水の中に存在する 

・物の性質によって水へのとけ方が違う 

・水にとけたものととけなかったものを分ける方法 

・水にとけたものを析出させる方法 

工夫③ 

考えの整理・深化 

・ワークシートは，解決

へ向けた手順とその理由

のみ整理できるシンプル

なものにする。 

・交流結果を書くスペー

スを取る。 

質的・実体的な見方を働かせ，解決への手順やその理由を考える 

自分の考えた手順と理由を記入する 

グループ交流の
後，自分の考え
に付け加える 

グループで考えを交流しまとめる 

 教育センターでは，校内授業研究に関す

る教育研究を行っており，その成果物とし

て，「校内授業研究『診断・評価指標（改

訂版２）』」を作成しています。 

 教育センター内部Webページに掲載してい

ますので，校内授業研究の成果を測る指標

として，また，来年度の取組の参考資料と

して，ぜひご活用ください。 

解決への見通しをもって実験 

要素 No. 項   目 

授業研究の

効力感 

１ 私は，授業研究を通して，教材研究を熱心に行っている。 

２ 私は，授業研究を通して，子どもたちのふるまいに対する理解をしようとしている。 

３ 私は，授業研究を通して，授業研究をした教科の価値を見出している。 

４ 私は，授業研究を通して，子どもたちの学習状況に対する理解をしようとしている。 

５ 私は，自校の授業づくりのポイントを理解して授業を行っている。 

６ 私は，今後，機会があれば授業提案をしてもよいと考えている。 

７ 自校では，研究主題が達成されたときの具体的な子どもの姿がイメージできている。 

８ 自校の子どもたちは，授業研究を通して，変容している。 

９ 私は，次の協議会までに，協議会で出た成果を生かし自らの授業で取り組もうとしている。 

目標共有 

のための 

組織体制 

10 自校では，協議会後，協議会での「課題」を，全員で再認識する方法がある。 

11 自校では，協議会後，協議会での「成果」を，全員で再認識する方法がある。 

12 
自校では，提案授業を構想する際に，前回の協議会で出た成果や課題を受けて学習指導案を作

成している。 

13 自校では，円滑な授業研究に向けて，全体会が機能している。 

14 自校では，前回までの協議会での課題を受けて協議会を改善している。 

15 自校では，研究主題を達成するための手立てが共有されている。 

目標達成 

のための 

同僚性 

16 自校では，日頃から，授業の指導方法や教材について話をしている。 

17 私は，協議会での同僚の発言から学ぶことがある。 

18 私は，自校の学校研究主題達成のために，授業研究に関わって同僚と意見交換を行っている。 

 

子どもの 

積極的 

理解 

19 私は，子どもたちの発言の裏にある気持ちや考えを読みとって授業を行っている。 

20 私は，ノートや成果物等から子どもたちの表現しきれていない気持ちや考えをとらえている。 

21 私は，子どものつまずきの状況を把握して授業を行っている。 
http://10.91.11.102/document/kenkyu/index_kounaiken.html 

課題解決場面 

http://10.91.11.102/document/kenkyu/index_kounaiken.html

